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【手続補正書】
【提出日】平成25年3月19日(2013.3.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　振動体と電気－機械エネルギ変換素子とを有する振動子を備え、前記振動子の楕円運動
によって前記振動体に形成された接触部と接触する移動体を駆動する振動波モータであっ
て、
　前記振動波モータで発生した熱を外部に放熱するための可撓性を有する熱伝導部材を備
え、
　前記熱伝導部材は、前記振動波モータで発生した熱を、前記振動子を支持する振動子支
持部材を介して熱伝導する熱伝導経路または前記移動体を介して熱伝導する熱伝導経路、
と並列に配設されていることを特徴とする振動波モータ。
【請求項２】
　前記移動体は、吸振部を介して加圧部材によってある方向に加圧されており、
　前記熱伝導部材は、少なくとも前記方向に対して可撓性を有し、前記移動体の外側と接
し、
　前記移動体と前記加圧部材とが、前記熱伝導部材によって接合されていることを特徴と
する請求項１に記載の振動波モータ。
【請求項３】
　前記移動体は、移動体本環部と、移動体接触ばね部と、これらの間に設けられた吸振部
と、を備え、
　前記移動体本環部と前記移動体接触ばね部とが、前記熱伝導部材によって接合されてい
ることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の振動波モータ。
【請求項４】
　前記振動子は、該振動子と該振動子以外の振動波モータを構成する部材との間に吸振部
を備え、
　前記振動子と前記振動子以外の振動波モータを構成する部材とが、前記熱伝導部材によ
って接合されていることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の振動波モー
タ。
【請求項５】
　前記熱伝導部材が、線状の形状を有していることを特徴とする請求項１乃至４のいずれ
か１項に記載の振動波モータ。
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【請求項６】
　前記熱伝導部材が、薄板状の形状を有していることを特徴とする請求項１乃至４のいず
れか１項に記載の振動波モータ。
【請求項７】
　前記熱伝導部材が、金属、グラファイト、カーボンファイバーの少なくとも一つを含有
する材料によって形成されていることを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載
の振動波モータ。
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